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2 0 2 3年4月／ 2022年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題表紙

（問）

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

博士課程

後期

受験番号

宦 ぃ意 じ事
謡
項

1. 
しけんかいしあいず さっしひら

試験開始の合図があるまでこの冊子を開かないこと。

．

．

 

2

3

 

かいとう くるえんびつ しよう

解答には黒鉛筆を使用すること。

もんだい

問題は、
と しかんきょうかんりけいかく

「都市環境管理計画」
と しけいかく

「都市計画」
けんちくかんきょうこうがく

「建築環境工学」
ぶんや ようい

の3分野が用意さ

れている。

4. 
かいとう

解答は、

ひょうめん

表面に

かなら かいとうようし きにゅう

必ず解答用紙に記入すること。

りめん つづ

「裏面へ続く」

かいとうようし りめん しよう ばあい

解答用紙の裏面も使用する場合には、

しる
と記すこと。

5. 
じゅけんばんごう かいとうさっし もんだいさっし ひょうし がいとうらん かなら きにゅう

受験番号を解答冊子および問題冊子の表紙の該当欄に必ず記入すること。

6. 
らくちょう らんちょう ふせんめい いんさつ

落丁、乱丁あるいは不鮮明な印刷
さっし ＇ ペーじ ぶんや もんだい

この冊子には 3頁 (3分野）の問題がある。

ばあい もう で

がある場合は申し出て、
あらた さっし ？と

改めて冊子を受け取ること。

．

．

 

7

8

 

したが さっしよはく しよう

下書きにはこの冊子の余白を使用すること。

もんだいようし かいとうようし も かぇ

問題用紙および解答用紙は持ち帰ってはいけない。

9. 
たいしゅつ しけんかいしご ぷん みと

退出は試験開始後 70分まで認めない。



2 0 2 3年4月／2022年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

［科目名： 都市計画 ］ 

【問 1】

都市計画には、広域レベルで考えるべき事項と、都市レベルで考える事項、そして、地区レベルで考

えるべき事項がある。特に、地区レベルに関して、例えば日本では、 1980年の地区計画制度導入を始

まりに、現在に至るまで、様々な地区レベルの計画手法やマネジメント手法が生まれてきている。ま

た、近年では、新型コロナウィルス感染症の蔓延を契機に、改めて生活涸での暮らしのあり方につい

ても着目されている。このような、地区レベルの都市計画・まちづくりを進めるための手法について、

具体的な手法を採り上げて、自分の知るところを述べなさい。 (600字～800字程度）

【問2】

下記の二つの問題から、どちらか一つの問題を選択して答えなさい。なお、回答の冒頭にどちらの問

題を選択したか、問題番号（問題2-A、もしくは、問題2-B) を記しなさい。

く問題2-A>

近年、日本では、人口減少時代の都市政策が進められており、特に、「コンパクト・プラス・ネットワ

ーク」という概念を基にした集約型都市構造の推進が各都市で模索されている。しかし、こうした都

市構造や市街地像の実現を具体的に試みようとすると、課題や障壁も大きい。あるいは、集約型都市

構造を目指すこと自体に対する課題や問題点があるという可能性もある。実際に都市（自治体）に「コ

ンパクト・プラス・ネットワーク」を導入し、実現するにあたって、どのような課題や障壁が考えら

れるか、具体的な事例も交えて、論じなさい。また、その上で、これからの「コンパクト・プラス・ネ

ットワーク」について、どんなあり方を目指すことが重要であると考えられるかについて述べなさい。

(600字～800字程度）

く問題2-B>

近年、まちの活力向上を考えるにあたって、都市における公共空間とその利活用が着目されている。

都市における公共空間（道路・公園・河川・駅前広場等）の役割について、戦後から 20世紀末ごろま

で、どのような公共空間が、どのような役割を想定して整備されてきたかについて記した上で、近年

の公共空間をめぐる動きを経て、これからの公共空間にはどのような役割が期待されているか、具体

的な事例も示しつつ、考えられることを述べなさい。 (600字～800字程度）

ー



／
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2023年4月／20 2 2年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

［科目名： 都市環境管理計画 J
 

きんねん まいとし に 19んかくち

近年、毎年のように日本各地で、 これまで藉簸したことのないような簑憾により、薇羹iな

尿雀（揺菜、各菜、篇禰）や土砂靱蕃が葵差‘しており、このような菜飯藩‘が、絨薇菱砿の愴き雇

げきじんかひんばつか けねん くわ しょうしこうれいか じんこうげんしょう

でさらに激甚化・頻発化することが懸念されている。加えて、少子高齢化や人口減少が蓮袢

ちゅうさんかんち としぶ

し、中山間地のみならず都市部においても壺きゑゃ壺き池が屠ぇている。

いじょう あんぜん きょうじんじぞくかの とし かた

以上をふまえ、安全かつ強靭で持続可育叡な都市．姐城のあり方について、あなたの考え
かんが

の

を述べなさい。また、その資護に尚けた藤藉と骨罷砂貪を禁しなさい。

2
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2023年 4月／ 2022年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

［科目名： 建築環境工学 ］ 

問 1 日本の住宅ストック数は総世帯数を上回り年々増加しているが，そのうち 13.6%，実

に 849万戸が空き家とされる (2018年時点）。一方で， 日本建築学会など建築関連 5団

体が共同で発表した「地球環境・建築憲章」 (2000年）では，「長寿命」，「自然共生」，

「省エネルギー」，「省資源・循環J' 「継承」の 5つのカテゴリー別に，地球環境時代の

建築の包括的な概念が示されている。ここで， 日本の住宅ストック数の増加の要因を述

べよ。また，上記「長寿命」や「継承」を踏まえると，現状の住宅ストックに関してど

のような問題や課題があると思うか論ぜよ。全体で 400字程度とすること。

問 2 持続可能な社会を目指す上で，・建築の「長寿命」化はどうあるべきが自身の考えを述

べよ。また，その考えを踏まえ，問 1で示した問題や課題に対して考えられる解決策に

ついて述べよ。このとき，建築環境工学の関連技術の活用も考慮すること。全体で 800

字程度とすること。

3
 



¢‘ 

2 0 2 3年4月／ 2022年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題解答用紙表紙

（解）

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

博士課程

後期

受験番号

百 ぃ意 じ事 一活項

1. 
かいとうようしひょうし かいとうようし じゅけんばんごう きにゅう

解答用紙表紙および解答用紙に受験番号を記入すること。

2. 
かいとうようし

解答用紙の ［
 

ない かいとう かもくめい かをら きにゅう

］内に解答する科目名を必ず記入すること。
ぅ

3. 船蒻恥、籐藉きとしても嶺葎きとしてもよい。

4. 
かいとうようし まい りめん しよう ばあい むねめいき

解答用紙は 1枚である。裏面も使用する場合はその旨を明記すること。



2 0 2 3年 4月／20 2 2年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府入学試験問題解答用紙

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

［科目名：

ヽ

博士課程

J I 後期

受験番号



入

2 0 2 3年 4月／20 2 2年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題表紙

（問）

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

博士課程

後期

ちゅう

注 ぃ意

・1

2

3

 

じ事
淫
唄

じゅけんばんごう かいとうさっし がいとうらん かなら きにゅう

受験番号を解答冊子の該当欄に必ず記入すること。

受験番号

さっし ペーじ ぶんや

この冊子には 1頁 (1分野）
もんだい

の問題がある。

かいとうようし まいいじょうしよう ばあい

解答用紙を 2枚以上使用する場合には、
まいめ つづ

「2枚目へ続く」
とる

と記すこと。



2 0 2 3年 4月／20 2 2年 10月入学（夏期募集） （問）
横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

［科目名： 都市計画 ］ 

問

近年、まちづくりや都市整備を進めてゆくにあたって、多主体が連携して行うまちづくりが盛ん

となってきている。このような多主体連携のまちづくりは、これまでのまちづくりが抱えていた

どんな問題を解決しうるのか、多主体連携のまちづくりが有する意義や可能性について、具体的

な多主体連携のまちづくりの事例や仕組みを例示しながら、論じなさい。【2000字以内】



2 0 2 3年4月／2022年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題解答用紙表紙

（解）

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

博士課程

後期

受験番号

百 ぃ意 じ事 一活項

1. 
かいとうようしひょうし かいとうようし じゅけんばんごう きにゅう

解答用紙表紙および解答用紙に受験番号を記入すること。

2. 
かいとうようし

解答用紙の ［
 

ない かいとう かもくめい かなら きにゅう

］内に解答する科目名を必ず記入すること。

3. 籐蘊きとしても嶺葎きとしてもよい。
かいとう

解答は、

4. 
じゅんばん そうすう めいき

順番と総数を明記すること。
かいとうようし まいいじょうしよう

解答用紙は 2枚以上使用してよい。



2023年 4月／ 20 2 2年 10月入学（夏期募集）

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府 入学試験問題解答用紙

都市イノベーション専攻（建築系問題）

試験科目 学科試験

［科目名：

博士課程

J I 後期

受験番号






























